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茨城大学地球・地域環境共創機構（GLEC）では、これまで東南アジアにおける気候変動適応科学のための研究拠点ネット

ワーク形成を推進してきました。今秋、その成果としてシュプリンガー（Springer）社よりオープンアクセス書籍が出

版されます。この書籍はオンラインから無料で閲覧できます。今回、この出版を記念して、日本・タイ・インドネシア・フィ

リピン・ベトナム等の執筆者たちによるシンポジウムを開催します。本シンポジウムでは、執筆関係者が一堂に会し、

書籍の内容を振り返りつつ、農業・防災・資源管理等に関する気候変動の“インターローカル”な適応について

考えていきます。シンポジウムは英語で実施されますが、同時通訳が入ります。ぜひ気軽にご参加ください。
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